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追
悼

ナ
ル
ク
の
創
設
者
、

高
畑
敬
一
名
誉
会
長
が

２
月
８
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た(

享
年
90
歳)

。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

高
畑
名
誉
会
長
を
偲
ぶ三

木

正
八
郎

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

２
月
８
日
、
名
誉
会
長
が
現
世
か
ら
旅
立

た
れ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
時
、
私
達
は
会

の
未
来
に
つ
い
て
会
議
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
暗
示
は
、
名
誉
会
長
か
ら
の
、
何
ら
か

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
体
は
小
さ
く
と
も
眼
光

鋭
く
、
男
と
し
て
の
威
光
が
漂
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
ね
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
、
毅
然
と

し
た
男
の
理
想
の
男
子
像
で
、
憧
れ
て
お
り

ま
し
た
。
鎮
魂
の
言
葉
も
知
ら
な
い
愚
か
者

で
す
が
、
隠
れ
フ
ァ
ン
の
一
人
と
し
て
、
以

前
教
わ
っ
た
「
人
の
器
は
行
い
で
分
か
る
」

を
肝
に
銘
じ
て
、
言
行
一
致
の
行
動
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

黄
泉
の
国
で
も
お
酒
は
体
に
わ
る
い
で
す

か
ら
、
適
量
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

今
ま
で
ご
指
導
賜
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

さ
よ
う
な
ら
！

想
い
出

山
口

菊
雄

平
成
十
一
年
秋
に
、
ナ
ル
ク
入
会
に
際
し

て
、
直
接
本
部
事
務
所
へ
訪
問
し
た
時
の
懐

か
し
い
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

朝
日
新
聞
に
ナ
ル
ク
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
の
で
、
私
は
本
部
要
員
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
等
）
と
し
て
応
募
し
ま
し
た
。

の
ち
に
当
時
珍
し
く
会
長
・
事
務
局
長
お

二
人
の
面
接
を
受
け
会
長
の
雄
大
な
ナ
ル
ク

の
全
貌
を
聞
き
、
大
い
に
感
銘
を
受
け
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

高
畑
名
誉
会
長
、
天
国
で
こ
れ
か
ら
の
ナ

ル
ク
の
活
動
に
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
合
掌

★｢

運
営
委
員
会｣

日
時
：
３
月
14
日(

土)

14
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

次
期
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
事
務
局
ま
で
御
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★｢

第
３
回
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ｣

日
時
：
３
月
19
日(

木)

13
時
半
～
14
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

開
催
時
間
が
再
度
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

★｢

第
12
回
定
時
総
会｣

日
時
：
６
月
６
日(

土)

10
時
～
12
時

場
所
：
産
業
創
造
館･

５
階

お
知
ら
せ
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◎時間預託提供活動
時 間 ６９時間

提供者 １８人

利用者 １４人

◎奉仕活動
時 間 ７２時間

提供者 ３２人

◎会員数 入会 １世帯１人

退会 ２世帯３人
◎月末会員数 １７７世帯

２２８人

１月度 会員動向

高
畑
敬
一
名
誉
会
長を

偲
ぶ

お
別
れ
の
会

２
月
８
日
逝
去
さ
れ
た
高
畑
敬
一
名
誉
会
長

を
偲
ぶ
ナ
ル
ク
の
お
別
れ
の
会
が
左
記
の
通
り

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
多
数
の

ご
参
列
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
時

令
和
２
年
３
月
31
日(

火)

13
時
半

場
所

エ
ル･

お
お
さ
か(

大
阪
府
立

労
働
セ
ン
タ
ー)

本
館
２
階

(

地
下
鉄
谷
町
線･

京
阪
電
車｢
天
満
橋｣

駅
か
ら
西
へ
３
０
０

メ
ー
ト
ル)



大
阪･

北
摂
エ
リ
ア
拠
点
連
絡
会

豊
島

久
美
子

本
年
度
第
３
回
の
連
絡
会
は
１

月
20
日(

月)

午
後
、
高
槻･
島
本

拠
点
担
当
で｢

高
槻
市
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
第
１
会
議
室｣

に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
豊
中･

池
田
拠

点
は
設
立
25
年･

新
年
会
と
重
な

り
欠
席
。
出
席
者
は
田
中
常
務
理

事
、
６
拠
点
か
ら
代
表･

副
代
表･

事
務
局
長･

運
営
委
員
等
総
勢
21

名
出
席
。
当
拠
点
か
ら
永
田
弘
子

氏
と
筆
者
の
２
名
が
出
席
し
ま
し

た
。テ

ー
マ
は
、
ナ
ル
ク
ビ
ジ
ョ
ン

(

中
期
計
画)

６
項
目
の
内
、
７
拠

点
共
通
課
題
と
し
て
田
中
常
務
理

事
が
提
示
さ
れ
た｢

会
員
増
強｣

｢

財
政
問
題｣｢

後
継
者
問
題｣

の
進

捗
状
況
報
告
で
す
。

一
．
田
中
理
事
挨
拶

２
巡
目
の
連
絡
会
は
実
績
を
感

じ
ら
れ
る
会
に
し
た
い
。
拠
点
を

組
織
と
し
て
成
熟
さ
せ
、
役
職
を

成
し
遂
げ
る
為
の
勉
強
会
を
開
く

等
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
つ
つ
前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

二
．
各
拠
点
発
表

①
箕
面
拠
点

ナ
ル
ク
フ
ァ
ン
作
り
継
続
。
現

会
員
の
満
足
度
ア
ッ
プ
策
の
実
施
。

(
社
協
と
同
じ
土
俵
で
戦
わ
な
い)

。

ナ
ル
ク
み
の
お
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

中
。
組
織
運
営
の
健
全
化
を
図
り
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー･

社
協･

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
と
連
携
す
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
。

②
大
阪
南
拠
点

地
域
と
の
関
わ
り
が
実
っ
て
き

て
会
員
数
微
増
し
た
。
財
政
は
大

阪
南･

北
拠
点
統
合
で
乗
リ
切
る
。

③
茨
木･

摂
津
拠
点

会
員
数
増
加
目
標
を
設
定
し
、

イ
オ
ン
広
場
で
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
（
チ
ラ
シ
配
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

シ
ュ
配
り
）
し
て
広
報
。
財
政
的

に
は
賛
助
会
員
４
件
増
加
。｢

ナ

ル
ク
と
は
？｣

の
説
明
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
る
。

④
吹
田
拠
点

ナ
ル
ク
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
期
計
画

は
遅
す
ぎ
る
。
７
名
の
運
営
委
員

で
合
議
制
と
い
う
事
で
褒
め
て
貰
っ

た
が
、
代
表
が
い
な
け
れ
ば
不
便
。

５
０
０
枚
チ
ラ
シ
配
布
し
３
名
入

会
。
現
会
員
の
活
性
化
を
図
り
、

同
好
会
や
地
区
懇
談
会
か
ら
運
営

委
員
を
出
し
て
貰
う
。
財
政
面
で

は
特
養
の
喫
茶
の
手
伝
い
と
時
間

預
託
活
動
。
５
月
の
25
周
年
記
念

式
典
は
身
の
丈
に
合
わ
せ
る
。

⑤
大
阪
北
拠
点

楽
し
い･

安
心･

感
動
の
ナ
ル
ク

実
現
に
よ
り
、
退
会
を
防
ぎ
、
入

会
を
増
や
す
。｢

フ
レ
ン
ド
リ
ー

ク
ラ
ブ｣

や
新
規
同
好
会
を
立
ち

上
げ
た
。
６
月
総
会
で｢

南･

北
拠

点
統
合｣

を
予
定
。
拠
点
間
の
点

数
や
運
営
寄
付
金
の
授
受
の
手
間

が
不
要
と
な
り
能
率
化
。

⑥
高
槻･

島
本
拠
点

駅
前
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
関
大

生
と
一
緒
に
実
施
し
、
ま
た
、
他

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共
同
で
活
動
し
て
い

る
。
財
政
は
活
動
寄
付
金
が
財
源

の
殆
ど
で
、
施
設
の
手
伝
い
の
収

入
も
あ
る
。
後
継
者
問
題
は
、
入

力
、
会
計
、
会
報
等
を
手
伝
う
中

で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

三
．
ブ
ロ
ッ
ク
制

大
阪
南･
北
統
合
後
は
ブ
ロ
ッ

ク
制
を
布
く
予
定
に
つ
き
、
他
拠

点
の
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
つ
い
て
聞
い

た
。
箕
面
拠
点
は
３
ブ
ロ
ッ
ク
、

茨
木
・
摂
津
拠
点
８
ブ
ロ
ッ
ク
、

吹
田
拠
点
は
３
地
区
、
高
槻･
島

本
拠
点
は
14
区
に
分
け
て
い
る
。

次
回
の
拠
点
連
絡
会
は
、
４
月

に
豊
中･

池
田
拠
点
担
当
で
開
催

さ
れ
る
。

四
方
山
話

稲
本

祐
二

｢

何
！
こ
の
断
崖
絶
壁
は
？｣

｢

怖
い
わ
！
吸
い
込
ま
れ
そ
う
！｣

と
我
が
家
の
社
長
。
こ
こ
は
岩
手

県
三
陸
海
岸
北
部
を
代
表
す
る
景

勝
地｢

北
山
崎｣

の
展
望
台
。｢

三

陸
復
興
国
立
公
園｣

に
属
す
る
、

海
岸
か
ら
２
０
０
ｍ
の
断
崖
絶
壁
。

展
望
台
か
ら
海
面
ま
で
の
急
勾

配
の
階
段
に
、
壊
れ
か
か
っ
た
鉄

製
の
手
す
り
が
危
な
っ
か
し
い
！

｢

こ
こ
を
降
り
る
の
？
あ
ん
た
は

い
つ
も
無
理
を
言
う
ん
や
か
ら｣

恐
る
恐
る
階
段
を
踏
み
外
さ
な
い

よ
う
に
、
へ
っ
ぴ
り
腰
で
降
り
き

る
と
変
化
に
富
ん
だ
、
洞
門
や
奇

岩
、
岩
峰
の
数
々
。｢

こ
れ
ま
た

何
や
！
苦
労
し
て
下
り
て
来
た
甲

斐
が
あ
っ
た
な
ぁ
～｣

と
社
長
。

北
山
崎
の
大
海
食
崖
が
連
な
る

景
色
は｢

国
立
公
園
切
手｣

に
も
採

用
さ
れ
、
日
本
交
通
公
社
全
国
観

光
資
源
評
価
の｢

自
然
資
源･

海
岸

の
部｣

で
唯
一
の
特
Ａ
級
に
格
付

け
さ
れ
て
い
る
程
で
す
。｢

北
山

崎｣

の
海
岸
沿
い
手
前
に
位
置
す

る｢
鵜
の
巣
断
崖(

う
の
す
だ
ん
が

い)
｣

は
ウ
ミ
ウ
や
カ
ワ
ウ
の
営
巣

地
が
あ
る
こ
と
に
因
み
名
付
け
ら

れ
た
。
遊
覧
船
か
ら
観
る
２
０
０

ｍ
の
断
崖
絶
壁
の
景
色
は
単
調
で

す
が
豪
壮
で
す
。
社
長
が
遊
覧
船

上
で
船
酔
い
し
た
の
で
背
中
を
さ

す
っ
て
い
る
と
、
治
ま
っ
た
の
で

す
が
、
今
度
は
私
が
船
酔
い
。

｢

何
や
、
副
社
長
！
だ
ら
し
な
い

な
ぁ｣

と
の
た
ま
う
。

次
に
訪
れ
た
の
は
岩
泉
町
に
あ

る｢

龍
泉
洞｣

。
山
口
県｢

秋
吉
洞｣

高
知
県｢

龍
河
洞｣

と
共
に｢

日
本

三
大
鍾
乳
洞｣

の
一
つ
で
す
。｢

ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
観
る
ん
や
！
神
秘
的

で
珍
し
い
な
ぁ｣

、
ド
ラ
ゴ
ン
ブ
ル
ー

の
地
底
湖｢

何
と
も
言
え
ん
初
め

て
見
る
綺
麗
な
色
や
な
ぁ｣

、
透

明
度
は
日
本
有
数
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
総
延
長
５
０
０
０
ｍ
以
上

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
３

６
０
０
ｍ
ま
で
発
見
さ
れ
、
そ
の

う
ち
７
０
０
ｍ
が
公
開
中｢

ご
っ
つ

う
大
き
な
ぁ
！
副
社
長｣

。

最
後
は
盛
岡
で｢

わ
ん
こ
そ
ば｣

を
食
べ
な
が
ら｢

語
り
部｣

か
ら
東

北
弁
で
岩
手
の
昔
話
を
聞
き
ま
し

た
。
極
楽
！
極
楽
！
失
礼
し
ま
し
た
！

ナ
ル
ク
ビ
ジ
ョ
ン

各
拠
点
の
取
り
組
み

岩
手
県

｢

北
山
崎｣

｢

鵜
の
巣
断
崖｣

と｢

龍
泉
洞｣

北山崎の景勝



復
刻
版
シ
リ
ー
ズ

三
浦

健

今
年
も
、
花
粉
症
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
参
り
ま
し

た
。
つ
ら
い
症
状
で
悩
ん
で
い
る
方
々
も
多
い
よ
う
で

す
。
そ
ん
な
方
々
の
内
の
一
人
が
、
ミ
ン
ト
系
の
ガ
ム

を
噛
む
と
、
不
思
議
に
も
症
状
が
軽
快
す
る
こ
と
に
気

づ
き
、
こ
と
の
真
偽
を
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
大
学
病
院
で
の
実
験
が

行
わ
れ
、
本
当
で
有
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
ペ
パ
ー
ミ

ン
ト
オ
イ
ル
に
は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
が
あ
る
も
の
と

し
て
、
西
欧
諸
国
で
は
古
く
か
ら
、
鼻
炎
・
上
気
道
炎

に
使
わ
れ
て
い
た
。
二
つ
目
は
、
ガ
ム
を
噛
む
と
い
う

運
動
は
、
口
腔
内
の
血
流
を
盛
ん
に
す
る
。
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
両
方
が
重
な
っ
て
、
良
い
効
果
を
出
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

同
じ
ガ
ム
で
も
、
香
料
の
入
っ
て
い
な
い
ガ
ム
は
効

果
が
小
さ
く
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
を
加
え
た
方
が
効
果
が

高
い
。
ま
た
、
そ
の
上
に
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
一
成
分
で

あ
る
メ
ン
ト
ー
ル
ま
た
は
シ
ネ
オ
ー
ル
を
追
加
し
て
強

化
し
た
ガ
ム
の
方
が
、
さ
ら
に
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

仕
事
中
や
人
前
で
口
を
も
ぐ
も
ぐ
さ
せ
て
は
、
不
謹

慎
で
し
ょ
う
が
、
お
悩
み
の
方
は
一
度
お
試
し
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
応
急
処
置
と
し
て
、
メ
ン

ト
ー
ル
の
入
っ
た
ハ
ミ
ガ
キ
粉
を
付
け
た
歯
ブ
ラ
シ
で
、

歯
茎
を
や
わ
ら
か
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
事
も
一
法
で
す
。

ま
た
、
仁
丹
を
ゆ
っ
く
り
噛
み
く
だ
く
こ
と
も
一
法
で

す
。

花
粉
症
に

朗
報
！

神野会長の下記通達に対応し、大阪北拠点は大阪南拠点と合同で、本年のナルクデー（ナルクウ

イーク）に、大阪城クリーン作戦を実施します。（→ 第４面｢催事ご案内｣をご覧ください）

神野会長通達（２月１１日付）

日頃はナルクの諸活動に対し積極的に対応いただき厚く御礼申し上げます。

昨年は２５周年の記念行事も成功裏に終了し、ナルクの基本活動であります「時間預託活動」は本年

度３００万時間を達成いたしました。このことについて先輩諸氏、また現在活動を展開されている会員

の皆様のご労苦に対し心から敬意と感謝をする次第であります。

また、昨年提言を受けました「ナルクビジョン」の中で今後ナルクは地域社会とのコミュニケーショ

ンの推進により地域と共に活動を進めることが重要であります。

ここにナルク設立２５周年を契機に、ナルク設立日の「４月２０日」を「ナルクデー（ナルクウイー

ク）」として全拠点一斉に地域社会に貢献する活動として、環境美化等また拠点独自の活動を展開しよ

うではありませんか。

なお、活動については各拠点で検討いただきたいと考えています。また、活動自体が地域にアピール

する配慮（例えば、ナルクのジャンパーやゼッケンを着装する,のぼりを立てる等）を行ってください。

来年度からは拠点の意見を聞き、集約し「一斉活動」を展開したいと考えています。

実施要領

１．名 称 ナルクデー（ナルクウイーク）
２．実 施 日 ２０２０年４月２０日或いは４月２０日の週の１日
３．活動内容 本年度は現在拠点が実施している活動、環境美化、福祉施設での活動、子育て支援
４．実施報告 Ａ４サイズ１枚（写真添付）、実施日、実施内容、参加人員

５．報 告 本部 西村事務局長宛 ＦＡＸ or Ｅメール

ナルクデー（ナルクウイーク）に

全国一斉行動を

募集！ 囲碁・将棋のできる方、車イス介助のできる方、包丁砥ぎのできる方、

貴方にとっては当たり前のスキルが、私たちにはとても助かります。

あなたのスキルを、「いちょうの会」の活動に活かしませんか。

あなたのスキルを、事務局にお知らせ下さい！

★ 出来る時に、出来る所で、出来る方法で、貴方の力を役立てて頂けませんか。

★ マグネット式将棋のゲーム盤を寄付して頂きました。どうぞご利用下さい！



★｢

春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク
」

行
先
：｢

山
中
渓(

や
ま
な
か
だ
に)

駅

周
辺
」

日
時
：
４
月
３
日(

金)

、
雨
天
中
止

電
車
：
Ｊ
Ｒ
紀
州
路
快
速
・
和
歌
山
行
、
後
方
４
両

天
王
寺
10
時
15
分
発
、
山
中
渓
11
時
12
分
着

運
賃
：
片
道
８
１
０
円

集
合
：
Ｊ
Ｒ｢

天
王
寺｣

駅(

15
番
線
ホ
ー
ム)

10
時

申
込
：
拠
点
事
務
所
、
３
月
31
日(

火)

迄

持
物
：
弁
当
、
飲
物
、
敷
き
物
、
雨
具

周
辺
：
☆
中
関
所
跡

(

南
北
朝
の
動
乱
期
に
置
か
れ
た
関
所)

☆
わ
ん
ぱ
く
公
園

(

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
あ
る
公
園)

☆
紀
州
街
道(

旧
庄
屋
屋
敷
、
本
陣
跡)

☆
山
中
神
社

☆
地
福
寺
子
安
地
蔵
尊(

し
だ
れ
桜)

★｢

第
24
回

群
青｣

日
本
画
展

日
時
：
４
月
６
日(

月)

～
12
日(

日)

場
所
：｢

わ
な
か
ビ
ル｣

(

日
本
橋
駅
５
番
出
口
か
ら)

備
考
：
南
拠
点
の
島
津
光
男
さ
ん
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

★｢

大
阪
城
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦｣

｢

ナ
ル
ク
デ
ー(

ナ
ル
ク
設
立
日
の
４
月
20
日)

｣

に
因

み
、
４
月
20
日
の
週(

ナ
ル
ク
ウ
イ
ー
ク)

に
実
施
し

ま
す
。

日
時
：
４
月
23
日(

木)

、
９
時
50
分
～
12
時

集
合
：
青
屋
門
前(

大
阪
城
ホ
ー
ル
南
側
道
路
付
近)

申
込
：
拠
点
事
務
所

天
気
：
雨
天
延
期[

４
月
30
日(

木)

へ]

■
健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
３
月
７
日(

土)

、
３
月
28
日(

土)

４
月
４
日(

土)

、
13
時
半
～
16
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
３
月
７
日(

土)

、
３
月
21
日(

土)

４
月
４
日(

土)

、
13
時
～
18
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
水
き
り
絵

同
好
会

日
時
：
３
月
12
日(

木)

、
13
時
半
～
15
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
３
月
16
日(

月)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
俳
句

同
好
会

日
時
：
３
月
21
日(

土)

、
10
時
～
12
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
手
編
み

同
好
会

３
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

□
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

３
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

□
栄
養
映
画
の
会

３
月
３
日(

火)

は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
問
題
で
中
止
し
ま
す
。

４
月
以
降
に
改
め
て
開
催
し
ま
す
。

教
室･

同
好
会

ご
案
内

催
事

ご
案
内

絵手紙 (長尾 康子）

同
好
会

藤
田

多
栄
子

・
能
面

の
髪
ふ

り
乱
す

里
神

楽金
本

美
智
子

・
色
添

ふ
る
枯

山
水
を

時
雨

け
り

須
見

敏
江

・
芒
原

旋
律
の

ご
と
風

懐
し

森
下

和
子

・
葉
陰

よ
り
甘

き
香
ふ

は
り

枇
杷
の

花

東
浦

ふ
く
子

・
絵
馬

堂
の
逃

げ
そ
ふ

な
馬

宮
の
秋

高
田

敏
雄

・
奧
嵯

峨
野
は

や
暮
れ

ゆ
け

り
菊
月

夜

俳

句

← 山中渓の桜


